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平
成
15
・
16
年
度
に
、

市
と
契
約
を
希
望
す
る
方

は
、
入
札
参
加
願
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
業
の
許
可
お
よ
び

経
営
事
項
審
査
を
受
け
て

い
な
い
方
で
、
軽
微
な
工

事
の
請
負
を
希
望
す
る
方

も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
業
種

土
木
・
建
築

工
事
、
設
備
工
事
、
そ
の

他
工
事

受
付
期
間

左
表
の
と
お

り受
付
時
間

午
前
９
時
〜

11
時
、
午
後
１
時
〜
４
時

受
付
場
所

市
役
所
６
階

大
会
議
室

提
出
書
類

小
平
市
指
定

様
式

用
紙
の
販
売

１
月
８
日

（
水
）
〜
２

月
５
日
（
水
）

（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
の

午
前
９
時
〜

午

後

５

時

（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま

で
）

販
売
場
所

市
役
所
６
階

売
店

※
提
出
書
類
の
う
ち
、

「
経
営
事
項
審
査
結
果
通

知
書
」
に
つ
い
て
は
、

「
新
基
準
」
の
提
出
と
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

問
合
せ
先
か
、
ホ
U
ム
ペ

U
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
受
付
期
間
中
は
事
務
が

混
雑
し
ま
す
の
で
、
問
合

せ
は
１
月
22
日
（
水
）
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

管
財
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
１
７

療
養
費
払
い
と
は
、
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
の
加
入
者
が

医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
支
払

い
、
あ
と
で
保
険
給
付
分
（
７

割
、
退
職
者
本
人
８
割
）
を
国

保
か
ら
支
給
を
受
け
る
制
度
で

す
。本

来
、
病
院
な
ど
に
か
か
っ

た
と
き
、
皆
さ
ん
は
一
部
負
担

金
（
３
割
ま
た
は
２
割
相
当

額
）
だ
け
を
支
払
い
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
全
額
支

払
っ
た
後
に
払
い
戻
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

Ω
療
養
費
払
い
さ
れ
る
例

fl
急
病
や
旅
先
で
、
や
む
を
え

ず
保
険
証
を
使
わ
ず
に
治
療
を

受
け
た
と
き

‡
医
師
が
治
療
に
必
要
と
認
め

た
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具

の
費
用

·
骨
折
や
ね
ん
ざ
な
ど
柔
道
整

復
師
の
施
術
を
受
け
た
と
き

‚
医
師
の
同
意
に
よ
り
、
は
り

・
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
U
ジ
な
ど

の
施
術
を
受
け
た
と
き

„
輸
血
の
た
め
の
生
血
代

‰
海
外
で
診
療
を
受
け
た
と
き

Ω
療
養
費
の
申
請

支
給
申
請
は
、
保
険
年
金
課

ま
た
は
、
東
部
・
西
部
出
張

所
、
動
く
市
役
所
で
受
け
付
け

ま
す
。

病
院
な
ど
の
領
収
書
の
ほ
か

に
、
医
師
の
意
見
書
、
診
断
書
、

診
療
報
酬
明
細
書
（
海
外
の
診

療
明
細
書
な
ど
は
翻
訳
文
）
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ω
療
養
費
の
支
払
い

▽
療
養
費
の
申
請
は
「
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
」
で
審
査

を
受
け
、
支
給
額
が
決
定
し
ま

す
。
支
払
い
ま
で
に
、
最
低
３

か
月
は
か
か
り
ま
す

▽
支
給
が
決
ま
る
と
、
「
支
給

決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

※
前
記
·
と
‚
に
つ
い
て
柔
道

整
復
師
な
ど
に
療
養
費
の
受
領

を
委
任
し
、
一
部
負
担
金
の
み

を
支
払
っ
た
場
合
は
、
柔
道
整

復
師
な
ど
が
国
保
に
請
求
を
行

い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
「
支
給

決
定
通
知
書
」
は
送
付
し
ま
す

が
、
こ
れ
に
よ
る
医
療
費
の
支

給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が

出
産
を
予
定
さ
れ
て
い
る
場

合
、
出
産
後
に
支
給
が
見
込
ま

れ
る
出
産
育
児
一
時
金
を
も
と

に
し
て
出
産
費
資
金
の
貸
し
付

け
が
事
前
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

出
産
予
定
日
の
１
か
月
前
な
ど

か
ら
申
請
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
２
９

国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
限

は
、
翌
月
の
末
日
で
す
。
保
険

料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
加
入
中
の
け
が
や
病

気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受

け
ら
れ
る
障
害
基
礎
年
金
や
、

18
歳
未
満
の
子
（
障
害
の
あ
る

子
は
20
歳
未
満
）
と
妻
を
残
し

て
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と

き
受
け
ら
れ
る
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
必
ず
期
日
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

武
蔵
野
社
会
保
険
事

務
所
国
民
年
金
業
務
課
ò
０
４

２
２
（
56
）
１
４
１
１

Ω
申
請
免
除

申
請
し
て
、
前
年
の
所
得
に

よ
り
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

▽
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
年

金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

に
な
り
ま
す

▽
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に

つ
い
て
は
、
全
額
免
除
さ
れ
た

期
間
は
全
額
納
付
し
た
場
合
の

３
分
の
１
、
半
額
免
除
さ
れ
た

期
間
は
全
額
納
付
し
た
場
合
の

３
分
の
２
で
計
算
さ
れ
ま
す

▽
半
額
免
除
期
間
は
、
半
額
分

の
保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
は

未
納
期
間
と
な
り
ま
す

▽
免
除
期
間
中
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
２
年
を
過
ぎ
る
と
加
算
額
が

付
き
ま
す
）

▽
失
業
、
事
業
の
廃
止
、
震
災

な
ど
に
該
当
す
る
場
合
は
、
特

例
と
し
て
保
険
料
の
免
除
が
承

認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
承
認
さ
れ
る
と
、
申
請
の
あ

っ
た
月
の
前
月
分
か
ら
免
除
さ

れ
ま
す

Ω
学
生
納
付
特
例

学
生
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
68
万
円
以
下
の
場
合
、
申
請

し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

「
学
生
」
と
は
、
大
学
（
大

学
院
）
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各

種
学
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

な
お
、
夜
間
部
、
定
時
制
課
程

お
よ
び
通
信
教
育
課
程
の
方
も

対
象
で
す
。

▽
納
付
特
例
期
間
中
の
け
が
や

病
気
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と

き
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す

▽
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

▽
納
付
特
例
期
間
中
の
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
２
年
を
過
ぎ
る
と
加
算

額
が
付
き
ま
す
）

問
合
せ

保
険
年
金
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
３
１

Ω
増
え
て
き
ま
し
た
ご
み
の
量

平
成
14
年
度
上
半
期
の
ご
み

の
処
理
量
は
、
２
万
２
千
７
百

89
G
、
前
年
度
と
比
較
し
て
49

G
（
0.2
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

資
源
は
、
５
千
８
百
82
G
、
前

年
度
と
比
較
し
て
、
２
百
60
G

（
4.6
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
世

帯
数
が
増
加
し
て
い
る
と
は
い

え
、
微
増
の
結
果
が
出
た
と
い

う
こ
と
は
、
発
生
抑
制
に
向
け

て
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

よ
り
い
っ
そ
う
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

今
年
は
、
４
月
か
ら
市
内
全

域
に
お
い
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
資
源
化
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。
出
さ
れ
た
容
器
は
、
洗
浄

さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
お
お
む

ね
良
質
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
一
部
の
ト
レ
U
に
食
品
が

残
り
、
汚
れ
の
あ
る
容
器
の
混

入
が
見
ら
れ
ま
す
。
６
か
月
間

で
約
33
G
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
が
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
の
指
定
す
る
業
者
に
引

き
取
ら
れ
、
公
園
の
ベ
ン
チ
や

植
木
鉢
な
ど
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
せ
ん
定
枝
の

資
源
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
年

度
当
初
の
予
想
を
大
き
く
上
回

り
、
半
年
で
80
G
収
集
さ
れ
ま

し
た
。
せ
ん
定
枝
を
出
す
日

は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
で
す
。

枝
木
は
専
用
車
で
回
収
す
る
た

め
、
い
っ
た
ん
お
知
ら
せ
シ
U

ル
を
は
り
、
置
い
て
い
き
ま
す

が
そ
の
日
の
午
後
か
翌
日
に
は

回
収
し
ま
す
。
枝
木
は
粉
砕
車

で
細
か
く
砕
か
れ
、
公
園
の
敷

材
や
市
内
の
農
家
で
た
い
肥
化

さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
新

規
事
業
も
順
調
に
始
ま
り
ま
し

た
が
、
今
後
と
も
い
っ
そ
う
の

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

ò
042
（
３
４
６
）
９
５
３
５

市
で
は
、
ご
み
減
量
・
資
源

の
有
効
利
用
の
た
め
、
せ
ん
定

と
　
き

12
月
16
日
（
月
）

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ

市
役
所
２
階
２
０
１

会
議
室

定
　
員

10
人

申
込
み

当
日
、
会
場
へ
（
先

着
順
）

問
合
せ

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

ò
042
（
３
４
６
）
９
５
３
５

法
律
に
基
づ
き
、
２
年
ご
と

に
届
出
が
必
要
で
す
。
次
の
従

事
者
は
、
１
月
15
日
（
水
）
ま

で
に
、
届
け
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師

青
色
申
告
会
で
は
、
青
色
申

告
の
記
帳
や
各
種
の
特
典
に
つ

い
て
、
個
別
に
指
導
し
ま
す
。

と
　
き

12
月
10
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

JA
東
京
む
さ
し
小
平

支
店

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

冬
を
迎
え
、
快
適
な
生
活
を

送
る
た
め
に
暖
房
器
具
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
平
成
13
年
中
、

都
内
の
暖
房
器
具
か
ら
の
出
火

は
、
百
56
件
も
発
生
し
て
い
ま

す
。暖

房
器
具
の
取
り
扱
い
に
注

意
し
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ

て
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
乾
燥
の
た
め
に
、
衣
類
や
可

燃
物
を
近
く
に
置
か
な
い

▽
給
油
時
は
必
ず
火
を
消
す

▽
ス
プ
レ
U
缶
な
ど
を
暖
房
器

具
の
上
や
そ
ば
に
置
か
な
い

▽
寝
る
と
き
や
外
出
す
る
と
き

は
必
ず
火
を
消
す

問
合
せ

小
平
消
防
署
予
防
課

指
導
調
査
係
ò
042
（
３
４
１
）

０
１
１
９

…
住
所
ま
た
は
就
業
地
を
管
轄

す
る
保
健
所
へ

▽
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯

科
技
工
士
…
就
業
地
を
管
轄
す

る
保
健
所
へ

▽
調
理
師
業
務
従
事
者
…
届
け

出
用
は
が
き
（
保
健
所
に
あ
り

ま
す
）
を
郵
送

問
合
せ

東
京
都
健
康
局
企
画

課
ò
03
（
５
３
２
０
）
４
３
４

６
、
健
康
局
安
全
対
策
課
ò
03

（
５
３
２
０
）
４
３
５
８

し
た
小
枝
な
ど
を
粉
砕
す
る
せ

ん
定
枝
チ
ッ
パ
U
を
貸
し
出
し

ま
す
。
で
き
た
チ
ッ
プ
は
ご
家

庭
で
た
い
肥
づ
く
り
な
ど
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

直
径
25
C
A
ま
で
の
生
木
に

使
用
で
き
ま
す
（
重
量
約
30
H

@
、電
源
家
庭
用
百
ボ
ル
ト
・
消

費
電
力
１
千
４
百
ワ
ッ
ト
）。

貸
出
期
間

７
日
以
内

※
保
護
眼
鏡
・
手
袋
も
貸
し
出

し
ま
す
。

※
機
具
は
自
己
運
搬
。

問
合
せ

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

ò
042
（
３
４
６
）
９
５
３
５

問
合
せ

東
村
山
青
色
申
告
会

ò
042
（
３
９
４
）
４
５
２
３

受付日

１月23日(木)
１月24日(金)
１月27日(月)
１月28日(火)
１月29日(水)
１月30日(木)
１月31日(金)
２月３日(月)
２月４日(火)

新規申請(会社名の頭文字が、た・な
・は・ま・や・ら・わ行)２月５日(水)

前 回 受 付 番 号
午前(９時～11時) 午後(１時～４時)

 1 6 1 ～  2 3 0
 3 2 1 ～  3 9 0
 4 8 1 ～  5 5 0
 6 4 1 ～  7 1 0
 8 0 1 ～  8 7 0

　 7 1 ～  1 6 0
 2 3 1 ～  3 2 0
 3 9 1 ～  4 8 0
 5 5 1 ～  6 4 0
 7 1 1 ～  8 0 0
 8 7 1 ～  9 6 0

新規申請(会社名の頭文字が、あ・か・さ行)

1 0 3 1～ 1 1 2 0
1 1 9 1 以 降

　  1 ～ 　 7 0

 9 6 1～ 1 0 3 0
1 1 2 1～ 1 1 9 0

療

養

費

払

い

せ
ん
定
枝
粉
砕
機
を

貸
　
　
出
　
　
中

暖
房
器
具
は
正
し
く

使

い

ま

し

ょ

う

青

色

申

告

無

料

個

別

指

導

会

医
療
・
調
理
師
業
務

従
事
者
は
届
出
を

平
成
14
年
度
上
半
期

ご

み

・

資

源

の

収
　
集
　
実
　
績

廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
傍
聴
者
募
集

国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

納

め

る

こ

と

が

困

難

な

と

き

は

出

産

費

資

金

貸

　

付

　

制

　

度

平
成
15
・
16
年
度

入

札

参

加

願

の

受

付


